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13:00-13:05 主催者挨拶・研究会の主旨
村上恭和 九州大学工学研究院／超顕微解析研究センター 教授

大学の研究シーズ・研究インフラと半導体研究支援
〈座長：山本知一 九州大学工学研究院／超顕微解析研究センター 助教〉

13:05-13:45 「半導体微細加工共用施設“東北大学試作コインランドリ”の活動紹介」
戸津健太郎 東北大学マイクロシステム融合研究開発センター 教授

13:45-14:25 「熊本大学における半導体関連教育・研究の取り組み」
佐藤幸生 熊本大学半導体・デジタル研究教育機構 教授

大規模データとその利活用
14:25-15:05 「ARIM-mdxデータシステム

：材料研究向け実験・シミュレーションの統合データプラットフォーム」
華井雅俊 東京大学情報基盤センター 特任助教

15:05-15:25 ―――――――― 休憩（20 分）―――――――――

ARIM次世代ナノスケールマテリアル領域の取り組み
〈座長：藤本義隆 九州大学工学研究院応用化学部門 学術研究員〉

15:25-15:50 「信州大学スポークの取組：データ駆動への展開と合成支援」
橋本佳男 信州大学先鋭材料研究所 教授

15:50-16:15 「九州大学デジタルラボ推進センターの目指すDXラボ環境整備」
藤ヶ谷剛彦 九州大学工学研究院応用化学部門 教授

16:15-16:40 「カーボンデータベース構築の紹介：九大、信大の共同事業」
深堀明博 九州大学工学研究院応用化学部門 特任准教授

16:40-16:50 総括
村上恭和 九州大学工学研究院／超顕微解析研究センター 教授

16:50-17:05 「九州大学学術研究都市の紹介」
篠原太郎 (公財)九州大学学術研究都市推進機構 産学連携主幹

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
17:30-19:30 談話会：ビッグさんど（九州大学伊都キャンパスセンターゾーン）

【プログラム内容】



半導体微細加工共用施設“東北大学試作コインランドリ”の活動紹介 

戸津 健太郎  

東北大学マイクロシステム融合研究開発センター 

 

１．概要 

半導体微細加工は高価な装置やクリーンルームが必要で、一連の設備の導入や維持は容易ではない。ま

た、とくに MEMS などは分野横断形の技術で標準化も困難であり、多様なプロセスの中から最適なものを

選択する必要があるなど、幅広い知識、経験が要求されていることも開発の障壁を大きくしている。東北

大学では設備共用・試作支援サービス「試作コインランドリ」を 2010 年に開始した。大学や企業の技術者

が滞在し、技術支援を受けながら、必要なときに必要な装置（約 150 台）を時間単位で自ら操作して試作

開発を行う。東北大学に蓄積された多くのノウハウにもアクセス可能で、効率の良い研究開発が進められ

る。受託開発は原則として行わず、技術者が自ら開発を行うため、実際の経験を持つ人材も育成できる。 

 

２．活動状況 

2010 年の開始以降、企業 338 社、大学・高専・公的研究所 71 機関（2025 年 2 月現在）が利用している。

分野は MEMS や高周波部品、光部品のほか、半導体材料、半導体製造装置など、多岐に渡っている。ほと

んどの利用者がリピーターであり、常駐に近い形で利用している企業も数社ある。これまでに圧力センサ、

マイクロミラーなどが利用企業によって製品化されている。学生や社会人を対象とした半導体関係の実習

も積極的に実施している。2016～2023 年度の収支の推移を図 1 に示す。利用料収入は 6 年間で倍増してお

り、2023 年度は必要経費の 100%近くを利用料収入（約 3.2 億円）で賄っている。 

 

  

図 1 試作コインランドリの収支の推移    図 2 微細加工共用施設におけるデジタルツイン 

 

３．今後の取り組み 

 多くの装置から生み出される様々なデータを効率よく収集し、次の研究開発に活用していく。目標とし

ては図 2 に示すようなデジタルツインの構築であり、過去のデータとリアルタイムのデータを組み合わせ

て、目的に応じたデバイス構造、材料、加工プロセス等を提案していくものである。費用と時間がかかる

デバイス試作の回数を極力減らすことで、世界的にも競争力のある研究開発環境を構築し、社会のニーズ

に応えていく。 



熊本大学における半導体関連教育・研究の取り組み 

佐藤 幸生１ 
1. 熊本大学 半導体・デジタル研究教育機構 

 
１．はじめに  
近年、半導体の経済面ならびに政治・外交的な重要性の高まりにより、半導体に関連する人材育成・産

業支援・研究開発の流れが強くなっている。演者本人も、熊本大学における半導体関連研究および教育強

化の流れの中で、2023 年 4 月に同大学の半導体・デジタル研究教育機構に着任し、研究・教育に携わって

いる。半導体関連の研究および開発や人材育成が進められる中で、ARIM を始めとする先端共同機器の利

活用は益々その重要性を増してくるものと思われる。 
これらの背景を受けて、本講演の前半では、著者が ARIM 九州大学ハブ拠点（九州大学超顕微解析研究

センター）を活用して行った実験例を紹介し、後半では、熊本大学における最近の半導体関連の教育およ

び研究の取り組みについて紹介する。 
 
２．著者の ARIM 活用例 
著者は文部科学省・学術変革領域研究（B）「超軌道分裂による新奇巨大界面応答」の一環として、半導

体薄膜および界面における微構造解析を行っている。九州大学超顕微解析研究センターの JEM-ARM200CF
型走査透過型電子顕微鏡装置で撮影した電子顕微鏡像から、代表的なマルチフェロイック物質である鉄酸

ビスマス（BiFeO3）における新奇結晶相の可能性が示された。講演では、実験結果の詳細を紹介する予定

である。 
 

３．熊本大学における最近の半導体関連の教育および研究の取り組み  
 台湾積体電路製造（TSMC: Taiwan Semiconductor Manufacturing Corporation）の熊本工場（Fab23）建設に

伴う人材需要の増加を１つの大きな契機として、熊本大学は近年、全学的に半導体関連の研究・教育体制

の強化に努めている。2022 年に半導体研究教育センターを設置し、早くも 2023 年にはそれを発展させて

情報部門等と融合させた「半導体・デジタル研究教育研究機構」を設立した。教育面では、2022 年に半導

体副工学教育プログラムの試行、2024 年からは半導体製造に特化した日本初の学科相当組織である「工学

部・半導体デバイス工学課程」ならびに「情報融合学環」を開始した。加えて、2025 年度からは大学院に

定員 120 名の半導体・情報数理専攻を新設する予定である。一方で、2023 年度からは、内閣府「地方大学・

地域産業創生交付金」事業により、熊本県と熊本大学の連携で「半導体産業の強化及びユーザー産業を含

めた新たな産業エコシステムの形成」に取り組んでいる。半導体の三次元積層実装により半導体「中間工

程」産業の創生を目指す本プロジェクトにおいて設立された「くまもと３D 連携コンソーシアム」には約

120 社（2025 年 2 月 20 日付）の企業会員が参加している。また、最近、令和 6 年度「地域中核・特色ある

研究大学強化促進事業（J-PEAKS）」に採択され、新設の DX イノベーション棟に半導体製造プロセス装置

群、関連分析装置、オープンラボの整備を進めていく予定である。また、国内外の大学等との連携も強化

しており、特に、台湾の国立４大学とはそれぞれ MOU を結び、昨年 7 月には「Kick-off Symposium on 
Semiconductors in Kumamoto, 2024」を開催して、各大学における半導体関連研究・教育に関する情報共有

を行った。関連して、国立成功大学が開催する半導体サマースクールへの学生派遣等を行っている。また、

TSMC との連携では、奨学金、インターンシップ、半導体普及イベントの開催、共同研究を行っている。 



ARIM-mdxデータシステム:  

材料研究向け実験・シミュレーションの統合データプラットフォーム     

華井 雅俊１   

1. 東京大学情報基盤センター 

 

１．概要 

 今日の材料研究開発においてその手法はますます高度化・複雑化し、特に実験と理論の双方的なアプロ

ーチを密に組み合わせることが不可欠となっている。一方で、AIの社会的な盛り上がりも相まって、マテ

リアルズ・インフォマティクスに代表されるデータ駆動型の研究開発が活発に行われている。2024年のノ

ーベル物理学賞・化学賞はデータ科学・機械学習分野と自然科学分野の境界領域に与えられたのは記憶に

新しい。本発表では材料分野におけるデータ駆動型研究を支える情報システム基盤に関して論じる。特に、

東京大学工学系研究科および同学情報基盤センターにて開発・運用の ARIM-mdxデータシステムについて

紹介し、近年の材料データにまつわる動向をまとまると共に、今後の展望に関して述べる。 

２．ARIM-mdx データシステム  

 ARIM-mdxデータシステムは全国の大型実験

施設及びスーパーコンピュータを繋いだ高性能デ

ータシステムである。研究チームの拡大や研究フ

ローの複雑化によるデータのサイロ化問題、つま

り、各データが装置・スパコン・個人 PCなどに

分散化してしまう問題を解決する。データ利活用

に必要な 3つの基本機能 (収集・転送・解析) に

注力し、超高速学術インターネット SINET 6, 高

性能クラウド mdx、データ転送 IoTデバイス

RxTなど、最先端の情報インフラ技術を利用する

ことで、超大容量かつ高性能なフルリモートなデ

ータ処理基盤を実現した。 

３．Reference  

1. Web Page: https://arim.mdx.jp/  

2. M. Hanai, R. Ishikawa, M. Kawamura, M. Ohnishi, Masato, N. Takenaka, K. Nakamura, D. Matsumura, S. 

Fujikawa, H. Sakamoto, Y. Ochiai, T. Okane, S. Kuroki, Shin-Ichiro, A. Yamada, T. Suzumura, J. Shiomi, K. 

Tarua, Y. Mita, N. Shibata, Y. Ikuhara, “ARIM-mdx Data System: Towards a Nationwide Data Platform for 

Materials Science” in Proceedings of IEEE BigData 2024 

3. M.Hanai, M. Kawamura, R. Ishikawa, T. Suzumura, and K. Taura. “Cloud Data Acquisition from Shared-

Use Facilities in A University-Scale Laboratory Information Management System”, in Proceedings of 

IEEE/ACM UCC 2023 

4. 特願 2023-156343  “IoT デバイス、データ転送システムおよびデータ転送方法” 

5. プレスリリース (2024/12/23 東京大学) : “材料研究DXを加速する ARIM-mdxデータシステムを開

発、全国の 900名以上が利用開始”. https://www.u-tokyo.ac.jp/focus/ja/press/z0310_00004.html 

https://arim.mdx.jp/
https://www.u-tokyo.ac.jp/focus/ja/press/z0310_00004.html


信州大学スポークの取組：データ駆動への展開と合成支援  

橋本佳男 

信州大学 先鋭材料研究所 

 

１．ARIM を 4 年実施して 

2021 年に始まったマテリアル先端リサーチインフラ（ARIM）は開始後４年を経過し、設備を共用し、デ

ータを登録するところまで実施してきた。信州大学スポークでも、各年十数件のデータ登録ありの課題を

実施し、データ登録までを進めている。一方、優れたデータ活用のため、登録後に活用されるデータを積

極的に収集する必要もあると考えられる。 

 

２．データ駆動研究 

信州大学データ駆動型 AI ラボにおいては、材料、プロセス技術などを基礎研究から社会実装まで幅広い

スコープで研究を展開している。特に、化学触媒や自動車排ガス触媒を具体例とした安定で高活性な多元

素ナノ合金の創製、多元素蓄電材料や階層型蓄電界面材料の理論スクリーニングなどの研究を進めている。

ARIM 信州大学スポークでは、この AI ラボと連携し、データ駆動型研究に生きるデータ収集について検討

している。 

 

３．研究に生かせるデータ収集へむけて 

通常の実験的な研究では、「物性情報」と「デバイス特性」を研究（データとしては収集）し、デバイスに

有効な材料を創出する。一方、データ駆動型の研究としてビッグデータ解析を目指すのであれば、十分な

量のデータを蓄積する必要がある。現在の ARIM では、集めたデータを選んで活用するため、それぞれに

「十分な情報量を備えたデータ」を登録するため、メタデータの充実等が議論されている。一方、集める

データの種類は、広範に集めるといった方向性と、ナノスケールマテリアルでは、触媒、カーボンなどの

データを集中して集めようといった方向性の両方で動いている。加えて、データが陳腐化する前に十分な

量を集めることが必要である。 

 

４．ダイヤモンド CVD 合成支援 

信州大学スポークは旧分子物質合成プラットフォ

ームから継続し、カーボン材料、有機材料の合成支

援を重要な業務として担当している。これらの中

で近年需要が増加傾向にあるのが、ダイヤモンド

の CVD 合成である。2024 年度は、この合成の利用

課題 5 件が並列で進行している。このダイヤモン

ド合成においては、図 1 の基板加熱温度依存性に加え、水素、メタン供給比、マイクロ波の出力といった

パラメータが重要で、これらパラメータの収集から始め、合成データの活用の可能性を検討したい。 

 

５．将来展望 

ナノスケール・マテリアルは、次代の材料開発を牽引する材料群であり、ARIM 全体として有効なデータ

駆動型研究を支援できるデータ収集を進めたい。 

  

図 1 合成ダイヤモンドの SEM 像(a)加熱なし(b)700℃

(a) (b)



九州大学デジタルラボ推進センターの目指す DXラボ環境整備 

 

藤ヶ谷 剛彦 1,2,3,4   

1. 九州大学大学大学院応用化学部門、2. 九州大学分子システム科学センター（CMS）、 

3. 九州大学カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所（I2CNER）、 

4. 九州大学デジタルラボ推進センター 

 

令和２年６月に策定された「マテリアル革新力強化のための政府戦略に向けて（２日）」においては、マ

テリアル分野の「目指すべき将来像」として「デジタルとの融合、すなわちマテリアルデータの有効活用

がいずれも鍵となる」と明言されている。しかし、我が国のマテリアル研究の現場では、実験メタデータ

は非デジタル情報（手書き実験ノート）で記録されており、研究データの活用による DX 推進においては

デジタル情報に起こす手間が生じる。さらに、自身の利活用が想定できないデータベースに自らの研究デ

ータを提供することへの現場の抵抗は大きく、そのハードルを低減するインセンティブも見いだせていな

い。この手間と抵抗感の２つの大きな壁がマテリアル DX の加速を阻んでいる。従ってこの壁を取り除き

DX を始動させるための対策が必要である。その鍵となるのは、実験メタデータの日常的なデジタル化で

あり、マテリアルデータのデジタル化が日常化されていれば、これらの障壁は低減できる。 

 また、学術におけるコンプライアンス的観点から研究データ保存の義務付けが開始されており、本学に

おいても令和５年にデータ保存の基本方針を収蔵したデータマネジメントポリシー（DMP）ガイドライン

が策定された。DMP 遂行のためには研究データがデジタル化されていることが好ましく、DMP の観点か

らも実験データのデジタル化が必要な状況にある。 

以上の状況を踏まえ、令和６年１１月、本学に全学的な組織としてデジタルラボ推進センター（以

下、「本センター」）を新設した。マテリアル DX の全学的な導入加速に向けて、ARIM 事業のデータ

収集、構造化、利活用の手法を取り入れ、電子実験ノートの開発、データベースの構築及びそれらの

全学展開をすることで、実験環境のデジタル化（DX ラボ化）を推進する。また、マテリアルデータの

蓄積・利活用を加速させるための DX 人材を獲得し、「データ駆動イノベーション推進本部（以下、DX

推進本部）」をはじめとした物質・材料開発に関連する学内関連部局と共働する横断的な組織体制を構

築する。本事業をモデル事業とし、全国的に普及することで我が国のデータ利活用環境整備に貢献し、

我が国の研究開発のイノベーションを牽引することを目的としている。 

講演においては、本センター設置に先立ち、フィージビリティ的に実験ノートの電子実験ノート化

を進めてきた。その経過と、本センターの活動ビジョンについて説明する。 

 



カーボンデータベース構築の紹介：九大、信大の共同事業    
深堀明博１、藤本義隆 1、Kim Chaerin1、田中直樹 1、加藤幸一郎 1、 

橋本佳男 2、村上恭和 1、藤ヶ谷剛彦 1 
1. 九州大学工学研究院、2. 信州大学、 

 
1. 概要 

2021 年度からスタートしたマテリアル先端リサーチインフラ（ARIM）事業 1)は、2012 年度から 10年にわた

り実施してきた「ナノテクノロジープラットフォーム」を発展させて最先端装置の共用、高度専門技術者による

技術支援に加え、共用装置利用に伴い創出されるマテリアルデータの収集・構造化・利活用を行っている。 

信州大学と九州大学は、ARIM 事業 2)の 7 つの重要技術領域の一つである「次世代ナノスケールマテリアル」

に共同で取り組んでいる。両大学は、カーボン材料研究において国内外を先導する大学であり、ARIM 事業に取

り組みデータを収集する傍ら両大学の強みを生かしたカーボン材料のデータベースを構築している。今回のシ

ンポジウムでは、カーボンデータベースの今までの取り組みをご紹介する。 

 

2. カーボンデータベースの現況 
カーボン材料は黒鉛、活性炭(activated carbon)、カーボンナノチューブ(CNT)、グラフェン、カーボンブラック、

フラーレン、ダイヤモンド等に分類できる。カーボン材料は分類分けしたように構造の違いにより同素体が複
数あり、同素体毎に全く特性が異なる。いずれも炭素で構成されるが構造が異なるために、カーボン材料を特性
評価する際には、複数の測定方法で評価する必要がある。具体的には、形状・形態観察を行うために SEM を、
細孔径や比表面積を見積もるためにガス吸着を、結晶構造・結晶性を評価するために XRD やラマン散乱を、組
成や不純物を見積もるために XPS を、官能基を評価するために FT-IR や TPD や XPS を使用する。 
現在までに、リストアップしたサンプル数は 35 種類にのぼり、測定が完了しているサンプルは 13 種である。

また、信州大学と九州大学で同じフォーマットのサンプルリストを使用して、リストの統合が完了した。加え
て、今までは市販サンプルのみ取り扱ってきたが、今後は自前で合成したサンプルも DB に登録予定であり、そ
のための合成フローの作成にも着手している。 
具体的なデータを下記に示す。Fig.1 は活性炭の SEM 画像であり、活性炭特有の凸凹した表面が観察できた。

Fig.2 はカーボンブラックのラマンシフトであり、カーボン材料特有のＤバンドとＧバンドが観測できた。Fig.3
はカーボンブラックの XPS スペクトルで 283keV 近辺に C 1s ピークが観測できている。得られたデータは、
RDE3, 4)(NIMS 管理のデータプラットフォーム)に登録をして蓄積し、日々データベースを拡大している。 

 
 
 
 
 
 
 

 
3. 将来展望 

ARIM 事業には全国 25の大学・研究機関が参画し、文部科学省の「データ創出・活用型マテリアル研究開発

プロジェクト」や、物質・材料研究機構が構築する「データ中核拠点」と三位一体となった『マテリアル DX プ

ラットフォーム』を構築することで、収集したマテリアルデータを全国で利活用できる環境を整備し、データ駆

動型研究による我が国のマテリアル革新力の一層の強化を目指すことを将来の目標としている。 

データ駆動型研究の端緒として、信大と九大が一体となりラマンデータを活用して機械学習である次元削減

の一種である PCA 分析に取り組む予定である。更に、リストアップしたサンプルの特性評価も継続して行う。 

 
参考 

1)文部科学省マテリアル先端リサーチインフラウェブサイト https://nanonet.mext.go.jp/ 
2)九州大学 ARIM ウェブサイト https://nano.kyushu-u.ac.jp/arim/ 
3)Materials Data Platform https://rde.nims.go.jp/rde/datasets 
4)ARIM data portal https://nanonet.mext.go.jp/data_service/ 

 

 

 

Fig.1 SEM image of activated carbon. Fig.2 Raman spectrum of carbon black. Fig.3 XPS spectrum of carbon black. 



九州大学学術研究都市の紹介 

篠原 太郎 

九州大学学術研究都市推進機構 産学連携主幹 

 

１） 九州大学学術研究都市づくりの経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 九大学術研究都市推進機構（ＯＰＡＣＫ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） ＯＰＡＣＫ中期事業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） プラットフォーム運営（脱炭素） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５） 九大学研都市におけるまちづくりの進捗① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６） 九大学研都市におけるまちづくりの進捗② 
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